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市内企業への唾液 PCR 検査費の補助を拡充 
－補助率や上限を見直し 11月臨時会に提案します－ 

 

 燕市では、市内事業者の新型コロナウイルス感染症へのリスク管理を支援するため、

民間検査機関等が実施する唾液 PCR検査に係る費用の補助を実施してきました。 

 このたび、受検ニーズの高まりに加え、市内事業者がさまざまな機関で検査を受けて

いる実績を踏まえ、補助率や補助上限等を見直し、既存制度の拡充を図ります。また、

重症化のリスクが高い高齢者が利用する高齢者福祉施設向けの支援に対しては、定期的

な検査意向への対応と相談・申請しやすい体制整備のため、別枠で予算化します。 
 

【市内企業感染症リスク管理支援事業拡充の概要】 

1.内 容： 

 現 行 拡充後 

受検対象 

県外との往来を伴う従業員、 

その他の事業活動上で必要な 

来訪を伴う者（無症状者） 

事業活動上検査が必要な経営者、 

従業員および来訪者等 

（無症状者） 

対象経費 唾液 PCRの検査費用 
唾液 PCR 検査に係る費用のうち 

民間検査機関等に支払った費用 

補助率 
1 検体あたり 

定額 8,000 円 

1 検体あたり 4 分の 3以内 

（上限：10,000 円） 

補助上限 

1 事業者あたりの従業員数 

100 人以上：50検体 

 21 人以上：30検体 

 20 人以下：15検体 

1 事業者あたりの従業員数(※) 

100 人以上：1,000 千円 

 21 人以上：  500 千円 

 20 人以下：  300 千円 

※医療・福祉を主たる事業とする場合、1事業所あたりの従業員数と読み替えて適用 

2.適用日：11 月 4 日（水）以降申請分から適用 

3.予算額：既決予算 10,000 千円（商工振興課にて計上済） 

     補正予算  5,000 千円（長寿福祉課にて計上予定） 

 ※上記補正予算案を、市議会 11月臨時会に提案します。 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：髙橋・山田 

電話：0256－77－8231（直通） 

健康福祉部 長寿福祉課：川本 

電話：0256－77－8177（直通） 
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